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日時／昭和5 8 年３月１７日(木) ～2 2 日（火）
午前1 0 時～午後8 時( 但し鍔冬日は午後6時迄）

会場／神戸三富地下街さんちか広場
ＴＥＬ.（078)391-9096
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の
を
追
求
し
て
い
き
た
い
」
と
夢
は
ふ
く
ら
む
。
近
い
目
標
は
現
代
音
楽
を
勉
強
す
る
こ
と
。
東
灘
区
在
住
。

（
舞
踊
研
究
所
に
て
）

ひ
た
む
き
な
情
熱
で
創
作
に
挑
む
／
藤
田
佳
代
《
驚
参

昨
年
秋
、
国
際
交
流
会
館
で
初
の
リ
サ
イ
タ
ル
「
藤
田
佳
代
作
品
展
１
」
を
開
き
「
弓
月
」
（
而
堂
敏
治
詩
／
弓
月
）
、
「
風
」
（
高
村
光
太

郎
詩
／
ぽ
ろ
ぽ
ろ
な
舵
鳥
）
、
「
千
羽
鶴
は
も
う
折
ら
な
い
で
」
（
谷
川
俊
太
郎
詩
／
千
羽
鶴
）
を
発
表
し
た
・
詩
を
モ
ダ
ン
ダ
ン
ス
に
表
現
し
た

異
色
作
で
そ
の
内
底
に
は
現
代
社
会
に
対
す
る
憤
り
と
生
き
て
い
る
も
の
を
大
切
に
思
う
〃
こ
こ
ろ
“
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
。

明
確
な
主
張
を
込
め
て
数
々
の
作
品
を
創
作
、
演
出
し
て
き
た
。
Ⅷ
兵
庫
県
芸
術
文
化
祭
洋
舞
合
同
特
別
公
演
「
地
上

の
星
」
で
は
、
竹
中
郁
氏
の
５
篇
の
詩
に
作
舞
、
新
鮮
な
感
覚
の
構
成
と
振
り
付
け
が
み
ご
と
だ
っ
た
。

中
学
時
代
か
ら
法
喜
聖
二
舞
踊
研
究
所
で
学
び
、
高
校
２
年
の
時
「
外
科
医
に
な
る
か
舞
踊
家
に
な
る
か
迷
い
ま
し
た
．

結
局
創
り
出
す
こ
と
が
で
き
る
〃
踊
り
〃
の
道
を
選
び
ま
し
た
」
。
ひ
た
す
ら
〃
踊
り
“
に
挑
み
続
け
る
情
熱
と
独
特
の
感
性
を

持
っ
た
女
性
で
あ
る
。
「
こ
の
賞
を
契
機
に
新
し
い
方
向
へ
進
ん
で
み
た
い
。
音
楽
、
照
明
、
衣
裳
を
含
め
た
総
合
的
な
も

Nｉ

垂
蚕
口
芸
術
部
門
／
カ
メ
ラ
坂
上
正
治

▼

▲
二
毎
－
第
哩
回
ブ
ル
ー
・
メ
ー
ル
賞
受
賞
者
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詞
』

筒
由
な
感
情
を
歌
で
表
現
す
る
／
井
上
和
世
（
メ
ゾ
ソ
プ
７
》

１
１
４

勝
再
．Ｐ

／
ｉ
一

大
竜
寺
の
奥
さ
ん
は
、
歌
う
の
が
好
き
で
た
ま
ら
な
い
ん
で
す
よ
ｌ
自
分
の
こ
と
を
〃
大
竜
寺
の
奥
さ
ん
〃
と
い
う
。

再
度
山
大
竜
寺
住
職
の
長
女
。
一
昨
年
結
婚
し
た
ば
か
り
．
昨
年
も
精
力
的
に
歌
っ
た
一
年
だ
っ
た
．
四
月
に
は
神
戸
と

東
京
で
リ
サ
イ
タ
ル
。
神
戸
女
学
院
大
学
時
代
の
恩
師
、
中
村
茂
隆
氏
作
曲
の
「
す
ば
ら
し
い
海
」
を
歌
っ
た
。
年
間
通

し
て
約
焔
回
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
こ
な
し
、
夏
に
は
二
か
月
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
研
修
に
も
発
っ
た
。
声
楽
を
始
め
た
の
は
十

四
歳
の
時
．
大
学
卒
業
後
、
パ
リ
国
立
音
楽
院
に
留
学
。
三
年
後
、
同
音
楽
院
を
一
等
賞
で
卒
業
、
デ
ビ
ュ
ー
リ
サ
イ
タ

ル
は
そ
の
翌
年
だ
っ
た
．
手
が
け
て
い
る
の
は
主
に
フ
ラ
ン
ス
歌
曲
。
余
り
日
本
人
に
知
ら
れ
て
い
な
い
分
野
だ
が
、
こ

れ
ほ
ど
魅
力
的
な
も
の
は
な
い
と
い
う
。
「
同
じ
歌
を
歌
う
時
で
も
以
前
は
そ
の
歌
の
中
に
自
分
の
一
生
を
必
死
に
問
い
つ

め
た
。
で
も
結
婚
し
て
か
ら
そ
ん
な
危
機
感
が
な
く
な
り
、
落
ち
着
き
が
で
て
き
ま
し
た
」
三
十
六
歳
。
彼
女
に
と
っ
て

歌
う
こ
と
は
何
事
に
も
勝
る
こ
と
な
の
だ
。
（
大
竜
寺
山
道
に
て
）

△一
一
一
一

一
”
一
品 第

⑫
回
ブ
ル
ー
・
メ
ー
ル
賞
受
賞
者

国

音
楽
部
門
／
カ
メ
ラ
米
田
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蔵
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戸
１

本
人
は
抵
抗
が
あ
る
そ
う
だ
が
、
「
私
小
説
作
家
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
沌
年
か
ら
の
創
作
テ
ー
マ
が
、
一
貫
し

て
『
身
辺
モ
デ
ル
』
と
称
す
る
、
自
分
を
〃
も
の
さ
し
“
と
し
た
作
品
に
こ
だ
わ
り
続
け
た
か
ら
だ
。
記
憶
、
視
界
、
肉

体
が
鉄
を
素
材
と
し
て
再
構
築
さ
れ
る
。
作
品
を
一
見
し
て
理
解
す
る
の
は
難
し
い
が
、
説
明
を
受
け
た
と
き
に
覚
え
る

の
は
謎
解
き
に
似
た
楽
し
さ
で
あ
る
。
た
だ
当
人
は
、
見
て
す
ぐ
わ
か
る
作
品
を
、
今
後
創
作
す
る
意
向
だ
。
門
年
以
前

は
木
も
扱
っ
て
い
た
。
し
か
し
木
は
素
材
そ
の
も
の
の
よ
さ
の
た
め
、
自
分
の
意
図
以
外
で
評
価
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
と

拒
否
し
た
。
「
本
来
手
を
動
か
し
て
、
物
を
つ
く
る
の
が
好
き
な
だ
け
」
と
大
義
名
分
を
否
定
、
「
彫
刻
な
ん
て
生
産
性
も
な

い
し
、
社
会
に
と
っ
て
は
邪
魔
物
が
置
い
て
あ
る
に
過
ぎ
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
」
と
分
析
す
る
。
そ
れ
で
も
作
品
を
創

る
こ
と
に
執
着
す
る
内
向
の
作
家
で
あ
る
。
出
身
の
金
沢
の
実
家
は
代
々
、
茶
釜
作
り
の
名
門
。
彫
刻
家
の
ル
ー
ツ
を
そ

こ
に
み
る
。
夫
人
の
宮
崎
み
よ
し
さ
ん
も
同
じ
く
彫
刻
家
。
長
旧
区
在
住
。
弱
歳
。
（
自
宅
近
く
で
）

自
分
の
身
辺
に
こ
だ
わ
る
／
宮
崎
豊
治
《
…

出

▲
第
１２

』
由

■

▼

胆
Ⅲ
ブ
ル
ー
・
メ
ー
ル
賞
受
賞
番

美
術
部
門
一
カ
メ
ラ
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田
定
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▼

▲
二
面
第
勉
側
ブ
ル
ー
・
メ
ー
ル
賞
受
賞
荷

実
力
つ
い
た
Ⅲ
年
回
の
Ｋ
・
Ｆ
．
Ｓ
〈
雲
海
ツ
シ
ヲ
〉

「
神
戸
市
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
都
市
化
運
動
ｎ
年
１
節
の
し
め
く
く
り
と
し
て
、
こ
の
賞
を
受
け
た
こ
と
は
〃
Ｋ
・
Ｆ
．
Ｓ
〃

（
コ
ウ
ベ
フ
ア
ッ
シ
ョ
ン
ソ
サ
エ
テ
ィ
）
と
し
て
は
、
大
変
意
義
の
あ
る
こ
と
で
す
ね
。
神
戸
市
が
加
年
前
に
始
動
し
た

神
戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
市
民
大
学
の
Ｏ
Ｂ
が
中
心
に
な
っ
て
い
る
訳
で
す
か
ら
…
…
。

柿
本
雅
司
会
長
（
伸
和
ス
タ
イ
ル
）
は
、
赤
い
神
戸
大
橋
を
背
に
集
っ
た
理
事
の
人
々
と
共
に
若
々
し
く
情
熱
を
込
め

て
語
る
。
〃
Ｋ
・
Ｆ
．
Ｓ
〃
は
、
神
戸
の
あ
ら
ゆ
る
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
産
業
に
従
事
す
る
第
一
線
の
人
々
の
グ
ル
ー
プ
で
現
在
和

名
。
春
と
秋
に
〃
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
Ｎ
Ｙ
の
最
新
情
報
〃
を
立
亀
長
三
氏
を
招
き
公
開
講
座
を
開
き
、
マ
ン
ス
リ
ー
サ
ロ
ン
で

は
、
昨
年
は
〃
売
る
〃
今
年
は
〃
人
財
り
〃
を
テ
ー
マ
に
連
続
セ
ミ
ナ
ー
。
ま
た
会
員
の
米
田
博
司
さ
ん
の
ラ
イ
フ
ワ
ー

ク
で
あ
る
〃
福
祉
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
“
も
加
数
名
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
組
み
地
道
に
取
り
く
ん
で
い
る
。
昨
年
３

月
に
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
誌
〃
Ｓ
Ｗ
ｉ
ｎ
ｇ
″
も
刊
行
。
Ⅲ
年
に
し
て
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
リ
ー
ダ
ー
チ
ー
ム
に
成
長
し
た
。

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
部
門
／
カ
メ
ラ
・
米
田
定
蔵

１－
卑
霊

泉唾?
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一
一
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．
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．
９

己
Ｌ

﹈

i零
一

零
Ｆ
．
１
夢

二
轡
一
一一一

１
■

ト
シ
．
首

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



》
華

瓢
々
と
マ
イ
ペ
ー
ス
で
書
く
／
福
岡
勝
利
《
＊
田
蕊
胤
講
…
侭
人
》

馴
染
み
に
な
っ
た
本
屋
の
店
主
に
口
説
か
れ
て
、
何
気
な
く
入
っ
た
同
人
誌
（
ひ
の
き
）
「
ま
さ
か
、
自
分
が
小
説
を

書
こ
う
と
は
思
い
も
よ
ら
な
か
っ
た
」
と
い
う
。
弘
年
８
月
チ
ャ
イ
ル
ド
社
時
代
、
処
女
作
『
走
れ
、
走
れ
っ
／
』
を
書
い
た
。

編
集
者
の
審
査
と
朱
だ
ら
け
の
添
削
原
稿
を
手
に
し
た
と
き
、
自
分
の
内
部
で
識
く
も
の
を
知
っ
た
。

ｌ
な
ぜ
農
が
小
説
を
書
く
の
か
？
と
、
自
問
す
る
前
に
「
毎
号
自
分
の
書
い
た
も
の
が
、
載
っ
て
い
る
、
そ

れ
だ
け
で
よ
か
っ
た
」
と
、
話
す
。
彼
の
住
む
鈴
鹿
の
街
は
、
う
す
い
紫
色
の
ベ
ー
ル
に
包
ま
れ
た
、
〃
隠
れ
場
所
“
で
も

あ
る
。
順
々
と
、
想
い
つ
く
ま
ま
に
話
す
と
き
、
そ
の
眼
は
明
る
く
、
涼
し
気
だ
。
「
ま
だ
、
霧
の
中
」
と
言
い
な
が
ら
、

日
常
生
活
の
中
か
ら
ふ
と
遊
離
し
た
瞬
間
、
〃
何
か
の
輪
郭
“
が
ぼ
ん
や
り
と
浮
か
び
上
る
。
数
日
前
の
出
来
事
が
創
作
の

た
め
の
瞬
発
力
と
な
っ
て
上
昇
し
て
ゆ
く
。
彼
は
そ
れ
を
膿
の
よ
う
に
追
う
。
追
い
つ
め
た
と
き
、
掴
ま
え
よ
う
と
し
た

右
手
先
に
獲
物
の
〃
か
た
ち
〃
が
見
え
て
く
る
の
だ
。
そ
れ
は
い
う
ま
で
も
な
く
彼
自
身
だ
。
大
阪
生
れ
。
妬
歳
。

（
北
野
町
・
ペ
ル
シ
ャ
美
術
の
館
に
て
）

▲
第
皿
回
ブ

_ 蓉腔＝

レ
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メ
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賞
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新しく誕生
お黄弘いがぐんと楽に

ﾚ ｯ ドのチェック グリーンのチェック
＜アパオンコース＞ q くりボルビンクコース＞

< 最｢ 語6 0 万円までのショソピングが可能です。
※2 0 万円までキヤツシングサービスが指定銀行でこ. f 利用いただけます。
※ご家族でカー・ドシコッピングを（ご－京K ? ４枚まで光行いた’夫す) 。
※年齢2 0 歳以上､ 勤続２年. 以上の方。

J 嘘からカーノ( F ライフを
ブルーのチェック
＜ヤングコース＞

※舷I 餅3 0 万円までのショッピングが可能です。
※１０万円までキャッシングサービ人が
指定銀行でご利用いただけまウー！

※年齢1 8 賎～2 5 歳

，＝＝お支払いは§－
※均等分割払い ※定額返済( 元利金定額）
●お支払い刺数をご指定くだ書い。・月々のお支払い金額をご脂定F さい。
・3 1 1 ' 1 払いまで手数料はかかりません。・いぐちご利用いただいても月々のお支払い金額は‐定で･ ﾘ 。
●ご負奴の少ない2 0 側払いまでご削窓いた （ご指定金額の変史は可能です）
しております。

漁手数料く0 > の翌j 弧l U I 払い､ ポーナスー括払い､ ざ負担の少孝いボーう･ ス併剛払いもご利用再些i こご胸由: こお選びいただけ叢･ # - ．

ごﾉ 【会うＥ続きは、とて箇カンタン
鎮ﾉﾗ知を‘二持参にまクヅンフォメーション言ブベさんちか身“Z所へお越しください‘

か〃７５ﾘﾉﾕﾇ2-/ａ７り ．
バラ色の明1 J がみつかる街
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”

一

名。

ベ
テ
ラ
ン
門
下
生

気
鋭
の
作
品
展

第
八
回
木
彫
〃
は
ち
の
す
会
〃
作
品

展
は
三
月
十
七
日
よ
り
三
宮
さ
ん
ち
か

広
場
で
催
さ
れ
る
。
昭
和
三
十
七
年
に

こ
の
グ
ル
ー
プ
は
結
成
さ
れ
、
回
を
重

ね
る
毎
に
、
全
国
各
地
か
ら
の
観
覧
者

が
増
え
て
い
る
。
主
宰
の
渡
辺
一
生
氏

は
、
三
十
余
年
前
に
木
彫
り
に
魅
せ
ら

れ
、
独
学
で
始
め
た
生
粋
の
神
戸
っ
子
。

現
在
西
宮
に
ア
ト
リ
エ
を
持
つ
が
、

木
彫
教
室
は
、
関
東
、
関
西
、
北
陸
、

山
陰
と
全
国
十
二
カ
所
に
広
が
る
。
Ｎ

Ｈ
Ｋ
婦
人
百
科
で
も
講
師
を
務
め
、
著

書
も
数
１
り
木
彫
技
術
の
伝
播
に
は
熱

心
だ
。
〃
は
ち
の
す
会
“
の
メ
ン
バ
ー
に

は
木
彫
歴
十
年
と
い
っ
た
師
範
ク
ラ
ス

の
ミ
セ
ス
が
多
い
。
作
品
に
性
が
な
い

の
と
同
じ
よ
う
に
教
え
る
側
に
も
男
と

女
の
区
別
は
な
い
ｌ
と
な
か
な
か
厳

し
い
が
、
皆
大
変
熱
心
だ
。
最
高
年
齢

者
は
七
十
五
歳
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
一
杯
で

イ
キ
イ
キ
と
作
品
づ
く
り
に
励
ん
で
い

る
。
展
覧
会
も
単
に
広
い
会
場
に
作
品

を
埋
め
尽
く
す
と
い
う
の
で
な
く
、
小

さ
く
て
も
ピ
リ
ッ
と
し
た
も
の
が
並
ぶ
。

自
分
の
彫
っ
た
作
品
に
は
愛
着
が
湧
き
、

作
品
を
側
に
置
い
て
眺
め
、
触
っ
て
い

る
と
、
自
分
の
子
供
の
よ
う
に
可
愛
い

い
と
生
徒
達
は
口
々
に
語
る
。

神
戸
ら
し
い
雰
囲
気
を
持
っ
た
こ
の

グ
ル
ー
プ
の
作
品
展
が
楽
し
み
だ
。

■
第
８
回
木
彫
“
は
ち
の
す
会
“
作
品
展

と
き
／
昭
和
記
年
３
月
〃
日
（
木
）
〜
翠
日
（
火
）

と
こ
ろ
／
さ
ん
ち
か
広
場
（
神
戸
三
宮
地
下
街
）

午
前
旧
時
〜
午
後
８
時

（
合
わ
せ
て
弱
頁
も
お
読
み
く
だ
さ
い
〉

ある集い寒彫"は志０１ ？

{
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弓円１

ｴ ﾄ ﾗ ﾝぜの顔
の
構
造
に
興
味
を
も
ち
、
長
い
間
く
り
返
し
描
い
て
き
て
、
自
分
自
身
、
多
少
描
き
易
く
な
っ
た
気

も
す
る
が
、
本
当
に
つ
か
み
き
っ
て
い
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
習
作
は
そ
れ
を
解
決
し
た
い
と
思
っ

て
描
い
た
。
（
談
）

こ
こ
数
年
来
、
西
洋
の
婦
人
を
描
き
続
け
て
い
る
が
、
中
で
も
顔
の
構
造
に
と
て
も
興
味
が
あ
る
。
描

く
と
き
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
大
家
た
ち
の
作
品
を
参
考
に
、
ア
ト
リ
エ
で
ど
う
い
う
ふ
う
に
描
け
ば
そ
の
雰

囲
気
が
出
せ
る
か
試
み
よ
う
と
し
て
い
る
。

日
本
人
を
描
く
と
眉
毛
と
鼻
柱
の
交
わ
り
が
平
く
っ
た
く
な
る
の
が
特
徴
で
あ
る
が
、
西
洋
人
の
場
合

は
そ
れ
が
立
体
的
で
あ
る
。
体
と
顔
の
バ
ラ
ン
ス
に
於
て
も
民
族
的
な
違
い
は
大
き
い
。

し
か
し
私
は
西
洋
人
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
西
洋
人
ら
し
い
描
き
方
は
し
な
い
。
ル
ネ
サ
ン
ス
時
代
を
み

て
も
西
洋
人
ら
し
い
美
人
の
描
き
方
は
し
て
い
な
い
よ
う
だ
。
当
時
の
モ
デ
ル
の
女
性
を
み
る
と
ギ
リ
シ

ア
、
ト
ル
コ
、
或
い
は
ア
ラ
ビ
ア
系
の
感
じ
が
強
い
よ
う
に
思
え
る
。

ヨ

Ｉ刀３
私
の
婦
人
像
に
つ
い
て

小磯良立
1 9 0 3 ／神戸に生まれる1 9 2 2 ／神戸二中を卒推、東京美
備学校酒洋両科に入学1 9 2 8 ／波仏1 9 3 6 ／新制作派協
会を結成。以後日本洋画壇の巨匠として禰蹄、その豊か
な女性隙は人気が商い。1 9 7 9 ／文化功労従受償昨秋、
芸術院会仙になられ益々幽境に磨きがかかるこの頃です
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